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Ⅰ.はじめに 

1.研究の背景 

わが国は 2009 年に「本格的な高齢社会」となっている 1)。国の人口動態統計では、家庭

内の不慮の事故は高齢者が多く、種別では溺死でき水が多い 2)。東京消防庁の不慮の救急

事故の統計では、高齢者は転倒事故が多く場所は居間が多い 3)。調べた限りでは、家庭内

事故の体系や分析方法が明確でないと思う。高齢者自身の事故予防に対する意識について、

労働災害分析の 4M 要因 4)を応用して、対策上で価値がある情報が得られると考えられる。 

2.先行研究 

転倒事故とでき水事故の研究論文と統計や調査研究報告書の把握により、本調査の質問

項目に利用できた 5）～24)。家庭内事故に 4M 要因を使う意識調査は見当たらなかった。 

3.目的と Research・Question(以下、略称 RQ) 

高齢者の家庭内事故の予防に関する認識と実行度や乖離、実行しない理由について明ら

かにしたい。労働災害の 4M 要因分析を応用して、4M 要因の相違や有用性の手掛かりを調

査する。RQ については、高齢者の認識や実行度の程度、乖離があるのか、実行しない理由

は何かなどである。 

4.意義  

高齢者について、家庭内事故の防止対策に関する認識と実行度について、乖離の有無や

実行しない理由を要因別に調査分析する。そして、事故防止の推進課題を探り提示するこ

とは、家庭内事故の予防対策を推進することに資するという意義がある。 

5.用語の定義 

「家庭内・転倒事故・でき水事故」について、消防庁の定義で質問紙用に改変した。 

Ⅱ.方法 

1.調査対象者：質問紙配布は高齢者セミナーに参加した 60 歳以上の高齢者男女 131 名であ

った。2.調査の方法：無記名自記式質問紙により、回収者全員 110 名を分析対象者とした。  

3.質問紙の構成：基本属性、転倒事故及びでき水事故予防対策の認識と実行度、実行しな

い理由、事故を起こしそうになった経験と原因の質問などである。 

4.分析の方針 

統計調査データの収集後、PASW statistics を用いて、質問項目の単純集計をして度数

分布表を作成した。事実の数値により考察を行い、乖離について対比表により考察した。 

5.倫理的配慮 

セミナー開催前に、学園主催者と対象者に対して、倫理規定に沿った内容の書面と口頭

説明で許可を得てアンケート配布した。回答中止と提出の自由の説明をして同意を得た。 

Ⅲ.結果 

1.基本属性、2.認識の調査 3.実行度の調査、4.認識と実行度の乖離について、5.予防対

策を実行しない理由と実行度の調査、6.転倒しそうになった足元の状態･原因、でき水事故

を起こしそうになったときの原因の調査、7.居宅の改修場所の調査、について度数分布の

各表により,数値の事実を結果として論述した。 

Ⅳ.考察 

結果の根拠に基づく考察、自他の推論と研究論文や引用文献により考察して論述した。 

Ⅴ.まとめ：4M 要因の傾向による各論をまとめて、総論と今後の課題について言及した。 
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